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ノ は じめに  若 たらは 不 連続輸
・側件o存 在および河束の凹凸(不安定な1 親ヽ淑二κ元河欠濃 )が 文互

砂州の指生。伝緒り右力な卑因であうこと亡示しば 本研究は史互″,‖の発生と伝緒の機構に
ついてくらに計細

に倫封し、ここの結果七雄駕しようしサ6七 のであう。

た、河床の凹凸によう不適殆旗文面の形成こ伝鵜

ここでは交互a引 |の発生に規れる不連続痴

についく調べるoえ んの凹凸が比較的大きいと

こうt,1 こヽいた深で水バ九れるこきに〔ま学讀「

射流七問ゎず,凹 凸の影響が容易に水面に現わ

れた負」た左形成する。この水面波難定常で右た

な漂掲tt夕 可ら確な劫 を形族サラ。これを不

毛鰍 6こ晰ぶ.写真′̂ 4は 常流し射んで直

4生約え卸″,掲こ′り5颯の欠起物とパ3こに露くこ

とによってみられる不避続豚躙と示す。不通統 写真3

波面の番生する原因けえのように考たりれる.史る物は周口の流体に力之拠ぼ
・

づため雄 が■イιじた面形状t交るさせる。ズ面形状の突化けそこに隣IT‐物δ

存在する場合こ同薇の作用と周囲の流体に対して及ぼすたり、突起物上の人面

から″り形を生し、それが制 な不邁ぷ趨ぬ面を形成する。写真5は常流中に歿

数のたた物か`あるとと、イれぞ″t小)%と した不適味態屁面o彩響しらい強い不

連続波面しなって伝僣することをぶサ。

るた動 “1  幅 “0々のえ路=で円tt上 衝が河床面こ―歿サ多ように

理めユみ、河えを平理に整形衡卜こなえ深(え=入rC'ル)でκ乞流う。

流=が一定しなフた後、円准を考かにみJほ .九れによってくばみが

た形し、その上の不通毅潔0し のね2作用でた勤 州か薩 する過囃_と

娩颯した。図|一αのようにくばみ乞米協型〕庭に接してっく,た場合、く

ばみの上充硼科面より正あ萄撃諏ぶ劾 れ水課か力たすうためわ初はヽ

ばみの上充独1に推薇サう。このため、くばみの下流側斜働へは″り秩絡

がヶなくなり、千流例けん穏しじめくばみは充Tサ `(図 |―ネ)。くば

みが充丁けうにフれ■淮雑しし砂は人路中央押に″貨ていく。この考雑

幼りため、不連続演口は潔第1モ強ま3(口 |―C).K柔 の義い流れでは

この不連続波面tttl-4下流の掃流力がたにし不連続波面の下流想1で流

]り刃奮債するようになる。(ぼみの変形と秒の堆薇により利麟たの不動

旗面が豊畳して́ 人の強い不連続姉 をF//成サ3には比敵的長い嗜閣乞

要づ多.花 って失互″州が対岸ナで■サラ崎re5は不輪 波面が現ゎれる
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崎閉と同雄 の時間しなる。 しかし一虞文ユ

秒り‖ハ雑生サうと強し`不連続戒面は対岸で反

射しながら直ちに下流に伝わり、ほぼ同時に

た輸 ■‖tイム僣する(図|二c)。

4、ルタ陶吻鼈の隷墳多場蠍 友 ュ初 の為生

原因となる河人の凹凸(不々 たなフト規蹴

波と猜 )は河床面上に不規則な酪̀ 」1た筵で

存在サぅ。このような凹凸がどのよ)な影零

＼ ＼

ぐ

七及ぼしなって交吻 |を発注きtうか乞銅 /｀ ヽ
、g///｀

＼
ゝョ  ぐべつため二雑類の気喰を行った。      _

きず、図2-αに示すように火豫埼洋に3で

述べにヒ同親の方法ゼニ個のくばみを流T方

旬に並べてつくる。両方のくばみから不連続 ~      0

波面が巻生し、二組の直線状秒サ暇哺ひ颯潟 図ん

ける(Dん井)。上流倒の直線携勒‖前紹 渤 は堆績づろ。二組の直線水″サ‖前

綱視餞レをしているためT流側の直線リン″肺赫には励 がクなくなる。 でのため千

流楔1直態り辺舛怖翔後のあをおよ伊充下迪良威邑くなう(図そc)。 T流源1の直線代

″夕|は、る4しなが 充ゝ下す3上流燿りの直撼叶畑少州にな赤吸収とんる(図たC)。

このため始めは無勝 を却 の対ψl的耀があ,たにものがわうザ晨終的には単すの

互ヽ例 が存在づつことになう。写真6o供 Ćは‐個のた塾 |ヽが一徊Kた化し

てゆく島菫を示す。

求に、同じ幅左tつ火舅め両岸にくばみを並べて二働所つく,た場

合,図 3-卜に示すように二たの強い不連続麺 籍緒 る。その結来

二列秒州が発生すう。この二列刑ⅢIが飛庄けう安での超雌亡図-3に

示す。単季l秒り|にんべて■亭ゝ酬 前縁押の充
‐
F方向の間隔け狭く,上

流側の秒弾1前績で充ηが珀薇サるためにT'勘1レけ″1前縁3βτ秩綺こん

る効 量は′ケなぃ。このため利岸のくばみ篠埋めtどこんない閣は■

夕し″引1が存在してしlらが、くばみが埋まり不勧 歿面が"ま つこやが

■■列ηルlt消滅イる。その後河床///状はほぼ平坦となり新たに基救

の1 さヽい不安定な二沢元河床動 すら,マれらの不安定河床敏よ

りさこ嘲 ダイ明らかにしたようにない不端 皮面が///戌これ交勤

夕‖のるとをみる。このように、本え験久4て
｀
はニタl1/11111/1けキれ てた

在し得ブ、的 には単夕|″″|のみか存在イろ″櫛 こ火スのんが

たとくなりかつ″川|の出現す3条件之満たす充れであれば初 j″引|が々 たしてえたることになら?   | |

お、おわ`)に  交 曳砂ッ|のだとするようなえヽヽ太深の発れでは常充・刻んにかかわらず〕末の凹凸の//櫂かな
易にκ面に現われ不櫛 t///戎̀ることを示した。っぎに,不動 `夕1岸の存在:刀パの凹凸(不贅た

なフト類勁し"たん河ぇた乞含む)のわュ准口により女j″幻‖が,益及・仏名`,cと お水■″′‖形饉がどのように夫
去うのかを明)か、●した。                  |
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